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平成 20 年 5 月 8 日 
各  位 
                                                会 社 名 株式会社 東  和  銀  行 
                                                代表者名 取締役頭取  吉 永 國 光 
                                                （ｺｰﾄﾞ番号 8558 東証第一部） 
                                                問合せ先 財務経理部長  田村盛司 
                                                             TEL（027）234－1111 
 

平成 20 年 3 月期業績予想の修正及び有価証券評価損 
並びに固定資産減損損失に関するお知らせ 

 
１．業績予想の修正 
    平成 19 年 11 月 13 日に公表した平成 20 年３月期業績予想を以下のとおり修正い

たします。 
 

(１)連結業績予想の修正 
   平成 20 年 3 月期（平成 19 年 4 月 1 日～平成 20 年 3 月 31 日） 
                                                           （単位：百万円、％） 

 経常収益 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） 44,600 1,400 1,300
今回修正予想（Ｂ） 45,860 2,010 1,240
増減額（B－A） 1,260 610 △60
増減率 2.8 43.6        △4.6
前期実績（平成 19 年 3 月期） 43,305 △22,142 △27,415

   
  (２)単体業績予想の修正 
   平成 20 年 3 月期（平成 19 年 4 月 1 日～平成 20 年 3 月 31 日） 
                                                          （単位：百万円、％） 

 経常収益 経常利益 当期純利益 
前回発表予想（Ａ） 39,400 1,200 1,100
今回修正予想（Ｂ） 39,900 1,070 610
増減額（B－A） 500 △130 △490
増減率 1.3 △10.8       △44.5
前期実績（平成 19 年 3 月期） 37,797 △23,350 △28,153

 
  (３)業績予想修正の理由 
① 単体業績 

信用コストは予想を 6 億円下回りましたが、一般貸倒引当金取崩額 11 億円と 
    個別貸倒引当金繰入額 6 億円の差額 5 億円は特別利益に計上しました。 

経常利益は、投資信託販売の減少により受入手数料が予想比 4 億円減少したこ 
  とや貸出競争の激化により貸出金利息収入が減少したこと及び有価証券利回りの

低下により資金利益が予想比 4 億円減少し、株式関係損益が予想を 5 億円上回った
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ものの、予想を 1 億円下回りました。 
当期純利益は、特別利益に貸倒引当金戻入益 5 億円を計上したことや償却債権取 

立益も予想を４億円上回ったものの、固定資産減損損失 5 億円及び繰延税金資産の

取崩が 9 億円増加し、予想を約 5 億円下回り下方修正となりました。 
② 連結業績 

連結経常利益は、分離子会社である東和フェニックス㈱の債権売却益 6 億円計上 
等により予想を上回ったことから上方修正となりました。 

連結当期純利益は、東和フェニックス㈱の償却債権取立益 2 億円計上等があった 
ものの銀行単体の要因により予想を下回りました。 

                 
２．平成 20 年 3 月期末の有価証券評価損 
    当行では、「その他有価証券」について、金融商品の時価会計基準により、簿価に 
  比べ時価あるいは実質価額が著しく低下した銘柄につき減損処理を行っております。 
    このたび、平成 20 年３月期末における有価証券評価損(減損処理額)を算出しまし 
た結果、次のとおりとなりましたのでお知らせいたします。 

     
平成 20 年３月期末の有価証券評価損の総額    (Ａ) 1,403 百万円

平成 19 年３月期の純資産額                     (Ｂ)
(Ａ／Ｂ)×100 

32,703 百万円

4.3％
最近 5 事業年度の平均経常利益額               (Ｃ)  
(Ａ／Ｃ)×100 

2,839 百万円

49.4％
最近 5 事業年度の平均当期純利益額             (Ｄ)
(Ａ／Ｄ)×100 

1,687 百万円

83.2％
 

(ご参考) 
(1)当行の決算期末は、3 月 31 日であります。 
(2)減損処理基準の概要は次のとおりです。 
① 期末の時価が簿価に比べて 50％以上下落した銘柄は全て減損処理 
② 期末の時価が簿価に比べて 30％以上 50％未満下落した銘柄は回復可能性なしと

判断したものを減損処理 
 
３．平成 20 年 3 月期末における固定資産減損損失 
    当行では、「固定資産の減損会計」適用による平成 20 年３月期末における減損損失 
 額を算出しました結果、次のとおりとなりましたのでお知らせいたします。 
   

 平成 20 年３月期末の固定資産減損損失額      (Ａ) 1,035 百万円

平成 19 年３月期の純資産額                     (Ｂ)
(Ａ／Ｂ)×100 

32,703 百万円

3.2％
最近 5 事業年度の平均経常利益額               (Ｃ)  
(Ａ／Ｃ)×100 

2,839 百万円

36.5％
最近 5 事業年度の平均当期純利益額             (Ｄ)
(Ａ／Ｄ)×100 

1,687 百万円

61.4％
 
                                                                       以上 


